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町
の
往
古
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宝
竜
前
遺
跡
や

高
石
野
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
る
土
器
・
石
器
に
は
、
縄
文
時
代
中
期
か

ら
晩
期
に
か
け
て
の
出
土
品
が
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
人
々
が
住
み
つ

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
あ
た
り
が
、
元
慶
の
乱
（
元
慶
二
年
＝
八
七
八
年
）

の
蝦
夷
の
拠
点
の
ひ
と
つ
河
北
村
の
範
囲
と
さ
れ
、
初
め
て
わ
が
国
の

歴
史
に
郷
土
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
中
世
に
い
た
っ
て
は
、
桧
山
安

東
氏
領
の
南
端
の
拠
点
と
し
て
重
視
さ
れ
、
抗
争
の
舞
台
と
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
世
に
い
た
っ
て
は
幕
藩
体
制
の
も
と
に
、
山
間
部
の
村
々
は
藩
の

体
制
に
組
み
こ
ま
れ
た
麓
村
と
し
て
、
平
地
部
の
村
々
は
新
田
開
発
に

よ
る
農
業
中
心
の
営
み
を
つ
づ
け
、
そ
の
な
か
に
は
八
郎
湖
岸
に
立
地

し
漁
業
も
併
せ
営
む
村
や
、
羽
州
街
道
の
宿
場
と
さ
れ
た
村
な
ど
、
特

色
あ
る
歩
み
を
つ
づ
け
て
い
ま
し
た
。

明
治
維
新
以
後
、
行
政
組
織
が
幾
た
び
か
変
わ
り
ま
す
が
、
明
治
二

十
二
年
、
天
瀬
川
・
鯉
川
・
鹿
渡
が
合
併
し
た
鹿
渡
村
と
、
上
岩
川
村

が
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
後
、
鹿
渡
村
は
昭
和
七
年
に
町
制
を
施
行
し
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
地
域
の
産
業
・
文
化
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し

た
出
来
ご
と
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
の
奥
羽
本
線
開
通
と
鹿
渡
駅
の

開
業
や
、
明
治
四
十
四
年
に
お
け
る
鹿
渡
と
上
岩
川
間
の
森
林
軌
道
敷

設
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

戦
後
に
な
る
と
、
産
業
経
済
の
急
速
な
進
展
と
生
活
文
化
様
式
の
近

代
化
が
は
か
ら
れ
、「
地
方
自
治
の
近
代
化
」
と
「
行
政
の
広
域
化
・
合

理
化
」
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
三
十
年
四
月
、
鹿
渡
町
と
上
岩
川
村
の
合

併
に
よ
る
新
し
い
「
琴
丘
町
」
が
誕
生
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

おいたち

※表紙ははねがわ森林公園の風景です
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町
の
四
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
十
一
月
の
総

合
体
育
館
完
成
に
よ
り
、
ほ
ぼ
一
段
落
を
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
会
資
本
整
備
も
他

町
村
よ
り
早
く
手
を
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
は
維
持
補
修
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
わ
が
町
は
紆
余
曲
折
を
経
て
山
本
郡
南

部
三
町
で
の
合
併
を
目
指
し
、
法
定
協
議
会

に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
八
年
三
月

二
十
日
の
新
町
誕
生
へ
向
け
て
の
一
層
の
努

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
新
町
に
な
っ
て
も
琴

丘
の
地
域
は
そ
の
ま
ま
で
す
し
、
そ
こ
に
住

む
住
民
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
新
町
に
お

い
て
も
琴
丘
が
魅
力
あ
る
地
域
で
あ
る
た
め

に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
の
　
や
る
気
　
が

な
に
よ
り
も
大
切
で
行
政
は
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
は
別
と
し
て
、
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る

役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
（
十
七
年
）
の

正
月
の
仕
事
始
め
の
挨
拶
で
、
私
の
今
年
の

目
標
は
　
海
軍
五
省
（
至
誠
に
悖
る
な
か
り

し
か
他
）

で
す
と
言
い
ま
し
た
。
合
併
ま
で

の
期
間
、
す
べ
て
の
事
業
を
　

町
の
た
め
に

な
る
か
、
町
民
の
た
め
に
な
る
か

を
基
準

に
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

琴丘町長

『町のため 町民のため』をめざして

〝

〝

〟

〟

〝
〟



三十三観音像
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伝説と信仰の山　房住山
山の循環を感じ、山のエネルギーを享受して、心リフレッシュ。

標
高
四
〇
九.

二
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
あ
る
展
望
台
か
ら
は
、
東
は
奥
羽
の
山
並
み
、
西
は
男

鹿
半
島
、
日
本
海
を
一
望
で
き
ま
す
。

ふ
も
と
に
は
休
憩
施
設
「
ぼ
う
じ
ゅ
館
」、
杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
宿
泊
施
設
「
サ
ン
サ
ン
パ
ー

ク
コ
テ
ー
ジ
村
」
な
ど
が
あ
り
、
週
末
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
リ
ゾ
ー
ト
地

と
し
て
琴
丘
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
観
光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

房住山登山での頂上から

房住神社

修
験
者
の
道
場
地
と
し
て
栄
え
た
房
住
山
は
、
多
く
の
伝
説
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

峰
一
円
に
は
当
時
を
偲
ば
せ
る
三
十
三
観
音
像
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
の
穏
や
か
で

優
し
い
顔
は
登
山
者
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
昔
の
寺
房
を
復
元
し
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
房
住
神
社
は
、
登
山
の
安
全

祈
願
な
ど
に
訪
れ
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

春
と
秋
は
一
番
美
し
い
季
節
で
す
。
木
々
の
彩
り
、
ブ
ナ
の
林
を
ぬ
っ
て
頬
つ
た

う
日
本
海
の
爽
や
か
な
風
。
森
林
浴
で
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

ま
た
、
房
住
山
周
辺
に
は
三
種
川
の
源
流
に
あ
た
る
扇
滝
や
あ
ず
ま
屋
、
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

雪解け水が岩肌をつたう〈扇滝〉
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はねがわ森林公園

羽
根
川
ダ
ム
の
湾
曲
し
た
地
形
を
活
か
し
た
、
緑
豊
か
な
森
林
公
園
で
す
。
湖
面
を
見

渡
せ
る
丘
に
あ
る
「
は
ね
が
わ
湖
水
館
」
は
、
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ハ
ー
ト
型
の
建
物

で
、
訪
れ
る
人
々
の
休
憩
施
設
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
、
木
々
の
彩
り
の
変
化
、
男
鹿
半
島
か
ら
吹

く
爽
や
か
な
風
に
ゆ
ら
れ
る
湖
面
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
…
。
こ
こ
に
は
日
常
忘
れ
が
ち
な

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ダ
ム
の
周
り
に
は
色
々
な
散
策
路
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
自
然
を
満
喫
で
き
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
森
林
公
園
と
し
て
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。

は
ね
が
わ
湖
水
館
を
中
心
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
サ
イ
ト
、
炊

事
場
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
め
る
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
野
鳥
観
察
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
、
魚
釣
り
、
自
然
散
策
な
ど
楽
し
み
方
は
色
々
。
思
い

思
い
に
、
自
分
の
時
間
を
過
ご
せ
る
憩
い
の
場
で
す
。

木
々
が
振
り
ま
く
、
す
が
す
が
し
い
空
気
を
全
身
に
浴
び
、
や
す
ら
ぎ
や

健
康
的
な
幸
せ
を
体
感
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

風に耳をすませば、心身ともに充実感に浸れる空間。

自然のみどり色が美しい散歩道〈散策路〉

はねがわつり橋

にぎわうキャンプ場

アスレチック遊具



琴丘・梅物語

「
町
の
木
で
あ
る
『
梅
』
を
町
い
っ
ぱ
い
に
」
と
い
う
夢
を
目
指
し
て
。

金
仏
ふ
れ
あ
い
梅
林
広
場
と
金
仏
梅
団
地
で
は
、「
春
風
に
香
り
も
高
い
梅
公
園
」
の
句
が
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
、
千
九
百
本
の
梅
の
木
の
生
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
丁
寧
に
植
樹
し
な
が
ら
思
い
描
い
た
「
い
つ
か
町
じ
ゅ
う
を
梅
の
香
り
で
い

っ
ぱ
い
に
」
と
い
う
夢
。
み
ん
な
の
夢
を
一
身
に
受
け
た
梅
の
木
は
、
一
歩
一
歩
、
青
空
高
く
元
気

に
生
長
し
て
い
ま
す
。

小高い丘から風にのってやって来る春の便り…

梅の花

町
で
は
、
実
験
ほ
場
を
設
け
、
気
候
風
土
に
適
し
た「
藤
五
郎
」、「
越
の
梅
」、

「
白
加
賀
」
な
ど
の
品
種
を
植
樹
し
ま
し
た
。
梅
の
木
は
す
く
す
く
と
大
き
く

生
長
し
、
そ
し
て
収
穫
さ
れ
、
観
光
資
源
や
特
産
品
と
し
て
、
町
の
顔
と
な

っ
て
い
ま
す
。

春
の
優
し
い
風
に
の
っ
て
、
小
高
い
丘
か
ら
ほ
の
か
な
梅
の
香
り
が
届
く

こ
ろ
、
琴
丘
町
に
も
待
ち
に
ま
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
琴
丘
・
梅
物
語
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

喜びの梅収穫

44

金仏梅団地の1,900本もの梅

季
節
は
め
ぐ
る
琴
丘
・
梅
物
語

季
節
は
め
ぐ
る
琴
丘
・
梅
物
語 

季
節
は
め
ぐ
る
琴
丘
・
梅
物
語 
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スポーツ王国

「
体
育
の
町
」
を
宣
言
す
る
当
町
は
、
豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
町
民
が
憩
い
、
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
と
文
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
こ
と
お
か
中
央
公
園
ス
カ
ル
パ
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

公
園
内
に
は
、
総
合
体
育
館
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
広
場
を
備
え
て
お
り
充
実
し

た
施
設
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
球
場
は
、
電
光
掲
示
板
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
、
障
害
者
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
七
千

五
百
人
を
収
容
で
き
ま
す
。
県
内
で
も
有
数
の
野
球
場
と
し
て
位
置
し
、
本
格
的
な
野
球
場
で
気
軽

に
プ
レ
ー
で
き
る
と
あ
っ
て
、
町
内
外
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
体
育
館
は
平
成
十
六
年
十
一
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
館
内
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
二
面
を

確
保
し
七
百
五
十
人
収
容
で
き
る
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
三
百
六
十
席
の
移
動
観
覧
席
を
設
置
し
文

化
ホ
ー
ル
と
し
て
も
利
用
で
き
る
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
両
ア
リ
ー
ナ
か
ら
使
用
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
も
完

備
し
て
い
て
、
平
成
十
九
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
成
年
男
子
の
競
技
会
場
に
決

定
し
て
い
ま
す
。

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
平
成
十
六
年
に
縄
文
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
「
琴
の
湖
」
が
上
演
さ
れ
る
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
が
一
体
化
し
た
総
合
施
設
で
す
。

スポーツマンたちの熱気が伝わる町

おはようジョギング体操

チャレンジデー　大綱引き大会

琴
丘
町
は
友
好
的
で
活
動
的
な
人
が
多
く
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
活
発

な
町
で
す
。

「
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
体
操
」
も
そ
の
一
つ
で
、
小
さ
な
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
無
理
な
く
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
毎
年
、
百
日
突

破
し
た
参
加
者
に
は
認
定
証
が
お
く
ら
れ
ま
す
。

「
体
育
の
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
琴
丘
町
が
世
界
に
挑
戦
す
る
の
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
。
今
や
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
に
は
世
界
三
十
ヶ
国
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

琴
丘
町
は
平
成
七
年
か
ら
参
加
し
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

で
は
、
七
七．

三
％
（
四
、
八
一
六
人
）
の
参
加
率
で
見
事
九
年
連
続
金

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

琴丘町総合体育館

男鹿半島を眺望できる〈野球場〉
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琴
丘
郷
土
芸
能

琴
丘
町
内
に
は
古
く
か
ら
各
地
区
に
伝
え

ら
れ
る
郷
土
芸
能
が
、
今
で
も
熱
心
な
町
民

の
手
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
小
新
沢
番
楽
、
落
合
番
楽
、
二

本
杉
番
楽
、
増
浦
さ
さ
ら
、
上
岩
川
新
屋
敷

さ
さ
ら
等
、
数
多
く
伝
承
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
集
落
変
遷
の
た
め
現
在
で
は
山
谷
さ
さ

ら
、
中
舘
番
楽
、
上
砂
子
沢
番
楽
の
三
つ
が

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
郷
土
芸
能
は
、
縄
文
ペ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
も
披
露
さ
れ
、
多
く
の
人
々
を
華
麗
な

舞
で
魅
了
し
て
い
ま
す
。

山
谷
さ
さ
ら

天
和
元
年
（
一
六
八
一
年
）、
佐
竹
義
処
公

が
領
内
巡
見
の
折
に
、
同
行
し
た
足
軽
た
ち

に
よ
っ
て
伝
授
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
先
祖
の

供
養
、
悪
霊
の
排
除
、
雨
乞
い
な
ど
の
意
味

を
持
っ
て

い
ま
す
。

八
月
十
三

日
に
松
庵

寺
境
内
で

行
わ
れ
て

い
ま
す
。

祭
り

房
住
山
登
山

毎
年
春
と
秋
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
登
山
者
で
ひ
と
き
わ
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
す
。
昭
和
五
十
二
年
に
は
新

観
光
秋
田
三
十
景
に
も
選
ば
れ
た
房
住

山
。
頂
上
の
景
色
、
天
然
杉
や
ブ
ナ
の
緑
、

三
十
三
観
音
像
な
ど
、
房
住
山
の
自
然
を

満
喫
で
き
ま
す
。

春
の
山
開
き
で
は
下
山
後
、
地
元
の
自

治
会
か
ら
山
菜
汁
が
も
て
な
さ
れ
、
ふ
る

さ
と
の
気
取
ら
な
い
味
が
登
山
者
の
疲
れ

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

【
開
催
日
▼
春
と
秋
の
二
回
】

は
ね
が
わ
観
光
湖
水
ま
つ
り

は
ね
が
わ
湖
水
館
を
中
心
に
周
辺
の
ダ

ム
湖
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
で
、
演
芸

大
会
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
魚
つ
り
競
争
、

カ
ヌ
ー
体
験
教
室
な
ど
、
初
秋
の
湖
畔
を

満
喫
で
き
る
の
が
こ
の
湖
水
ま
つ
り
で
す
。

舞
台
で
は
様
々
な
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
秋
の
一
日
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
開
催
日
▼
九
月
上
旬
】
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チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
人
々
の

『
健
康
』
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
、
き

っ
か
け
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
国

各
地
の
市
町
村
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、
同

じ
規
模
の
人
口
を
も
つ
市
町
村
が
競
い
合

い
ま
す
。
誰
で
も
、
一
人
十
五
分
間
、
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
地
域
内
で
ス
ポ
ー
ツ

を
す
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
何
パ
ー
セ

ン
ト
の
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
か
を
競

い
ま
す
。

【
開
催
日
▼
五
月
最
終
水
曜
日
】

中
舘
番
楽

北
秋
田
郡

阿
仁
町
字
根

子
の
「
根
子

番
楽
」
と
同

系
の
も
の
で
約
四
百
年
前
に
猟
師
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
山
間
地
に

残
る
土
臭
い
民
俗
芸
能
の
中
に
、
古
代
人
の

情
熱
を
た
だ
よ
わ
せ
る
と
と
も
に
、
勇
壮
な

マ
タ
ギ
と
武
人
の
血
と
面
影
を
伝
え
て
い
ま

す
。
八
月
十
三
日
に
舘
村
地
区
で
、
十
五
日

に
は
中
沢
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
砂
子
沢
番
楽

中
舘
番
楽
と
同
じ
く
北
秋
田
郡
阿
仁
町
に

伝
わ
る
「
根
子
番
楽
」
の
流
れ
を
く
む
も
の

で
平
成
三
年
に
地
元
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て

三
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

こ
の
番
楽
に
は
二
十
四
の
舞
い
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
拍
子
が
速
く
、

舞
そ
の
も
の
に

勇
壮
さ
が
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

鳥
追
い
（
勝
平
地
区
）

上
岩
川
勝
平
地
区

に
伝
わ
る
小
正
月
行

事
で
、
子
供
た
ち
が

拍
子
木
を
持
ち
「
鳥

追
い
の
歌
」
を
歌
い

な
が
ら
地
区
内
を
一

周
し
、
そ
の
後
、
雪

中
田
植
え
を
し
て
豊

作
を
祈
願
し
ま
す
。

【
開
催
日
▼
二
月
上
旬
】

縄
文
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
琴
の
湖う

み

昭
和
五
十
七
年
、
高
石
野
地
区
に
土
笛

を
は
じ
め
、
多
く
の
縄
文
時
代
の
遺
物
が

出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
み
、
縄
文

文
化
を
学
び
、
町
の
活
性
化
を
図
る
べ
く
、

平
成
七
年
度
に
琴
丘
町
誕
生
四
十
周
年
の

記
念
と
し
て
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
郷
土
芸
能

に
よ
る
「
民
俗
編
」
と
、
新
た
に
創
作
さ

れ
た
「
縄
文
編
」
の
構
成
で
す
。
町
民
六

〇
〇
人
以
上
が
参
加
す
る
手
作
り
の
壮
大

な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。【

開
催
日
▼
十
一
月
中
旬
】

イ
ベ
ン
ト

鯉
み
こ
し
（
浜
鯉
川
地
区
）

鯉
川
川
か
ら
小
舟

に
乗
せ
た
体
長
一
・

八
ｍ
の
木
彫
り
の
コ

イ
は
、
鯉
川
橋
で
滝

登
り
を
し
、
笛
や
太
鼓

の
音
色
と
と
も
に
地

区
内
を
に
ぎ
や
か
に

練
り
歩
き
ま
す
。

【
開
催
日
▼

五
月
五
日
こ
ど
も
の
日
】
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夕日の名所

琴丘稜線
春
は

芽
吹
く
木
々
が
。

夏
は

青
々
と
し
た
空
が
。

秋
は

実
っ
た
田
畑
が
。

冬
は

し
ん
と
し
た
雪
が
。

朝
は

頬
を
伝
う
風
が
。

夕
暮
れ
は

男
鹿
三
山
か
ら
迫
る
夕
陽
。

夜
は

全
て
を
す
っ
ぽ
り
と
包
む
。

刻
々
と
変
化
し
続
け
る

琴
丘
の
風
景
。

8

ふ る さ と ふ る さ と 
探訪 

羽根川ダム（はねがわ森林公園）
豊かな自然に囲まれて、訪れる人々の心に絶妙な自然美を
うつしだす羽根川ダム。散策路やキャンプ場など行楽や休
養の場として親しまれています。

サンサンパークコテージ村
房住山の一角、杉木立に囲まれた閑静なコテージ村。冷暖
房完備、バス、トイレ、キッチン用品などの設備も充実し
ており、別荘感覚で気軽に利用できます。

アウトドアならここ！

道の駅ことおか
町のもうひとつの玄関ともいえる「道の駅ことおか」には、
24時間利用可能の「休憩施設」、毎朝採れたての地元野菜や
特産品が販売されている「直売施設グリーンぴあ」のほか、
食材にこだわりのある「レストラン高石野」、土笛つくりを
体験できる体験学習室などがある「琴丘町体験学習物産館
サンバリオ」があります。

楽しく集う青春館【JR鹿渡駅】
JR鹿渡駅舎との合築施設で、町内外の若者や各世代の人々

が集まり、楽しく利用できるふれあいの場です。ヤッピー

スペースやミニシアター＆コンサートホールなどが話題を

よんでいます。

ふと、たちよる。

歴史民俗資料館三種の館
明治初頭に建てられた中門造の民家で、内部には農具･民具･漁

具等が展示されており、先人の知恵と工夫を感じることができ

ます。

歴史民俗資料館縄文の館
琴丘町では町のいたるところに縄文時代の遺跡があり、出土品

も数多く展示されています。中でも高石野遺跡から発掘された

怪獣のアシカをかたどったとみられる｢土笛｣は、今から3,000年

前に恋人を呼ぶために使われていたという、ロマンティックな

話が残っています。

琴丘の歴史にふれる。

土笛

春
は

芽
吹
く
木
々
が
。

夏
は

青
々
と
し
た
空
が
。

秋
は

実
っ
た
田
畑
が
。

冬
は

し
ん
と
し
た
雪
が
。

朝
は

頬
を
伝
う
風
が
。

夕
暮
れ
は

男
鹿
三
山
か
ら
迫
る
夕
陽
。

夜
は

全
て
を
す
っ
ぽ
り
と
包
む
。

刻
々
と
変
化
し
続
け
る

琴
丘
の
風
景
。
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特 産 品 
地元の素材を活かし、人々の心を和ませるような逸品揃いです。

琴丘町の特産品をお楽しみください。

自然の味が生きている

●椎茸うどん

手づくりの味

●土笛まんじゅう

ふるさとの味

●地鶏と
だまこもちセット

おいしい梅をようかんに

●梅ようかん

甘ずっぱくて、あと味爽やか

●こはじゃソフト
クリーム

八郎湖自慢の
ふるさとの味

●佃　煮

まごころのこもった

●豆板醤

手造りだから、馬
うま

いんです

●馬肉くん製

恋人を呼ぶ縄文の音色

●土 笛

爽やかな味と香り

●ラ・フランスシャーベット

琴丘特産梅100％使用

●梅ジュース

特産品なら

直売施設「グリーンぴあ」

昔ながらの味わい

●とろろ昆布

琴丘町の特産品がいっぱいの直売施設です。
その外、地元産の新鮮野菜や加工品も豊富に
そろえていますので、ご利用ください。

【問合せ】グリーンぴあ 0185ｰ72ｰ2299 
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子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
必
要
な
支
援
、
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
形
を
つ
く
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
互
い
に

助
け
合
う
思
い
や
り
の
あ
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
ま
す
。
保
険
・
医
療
・
福
祉
・
生
涯
学
習
の

一
体
的
な
協
力
体
制
を
強
化
し
、
各
世
代
に
応
じ
た

き
め
細
か
い
健
診
・
検
診
の
充
実
と
受
診
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
想
像
力
と
思
い

や
り
の
心
を
高
め
て
、
心
と
身
体
の
健
全
育
成
を
育

む
た
め
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
ま
す
。
そ
し

て
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
町

民
と
行
政
が
い
っ
し
ょ
と
な
っ
た
福
祉
活
動
が
大
事

で
あ
り
、
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
な
ど
を
と
お
し
て
福
祉
の
心
、
思
い
や
り
の
心

を
育
て
、「
福
祉
の
輪
づ
く
り
運
動
」
を
進
め
ま
す
。

町
の
高
齢
化
率
は
現
在
三
一
％
で
、
町
民
の
三
分

の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
と
生
き
が
い
づ
く
り
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
高
齢
者
が
経
験
と
知
恵
を
活
か
し
社
会
参
加

が
で
き
る
よ
う
、
生
き
が
い
対
策
の
充
実
に
努
め
ま

す
。健

康
づ
く
り
や
病
気
予
防
、
適
正
な
医
療
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
や
国
保
診
療

所
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
希
望
苑
」
、
や
す
ら

ぎ
ホ
ー
ム
「
希
望
の
家
」
と
連
携
し
「
一
人
の
不
幸

も
見
逃
さ
な
い
」
こ
と
を
合
言
葉
に
、
町
民
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
、
健
康
管
理
体
制
を
充
実
さ
せ
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

福祉･保健やさしい気持ちが笑顔をつくる。

互いに助け合う
思いやりのある福祉の町
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町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
「
農
業
」
は
、
大
区
画
ほ

場
整
備
を
導
入
し
、
水
田
の
乾
田
化
に
よ
る
大
豆
、

そ
ら
豆
な
ど
の
複
合
経
営
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に

努
め
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
農
業
、
農
村
を
守
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
足
腰
の
強
い
農
業
を

実
現
す
る
た
め
に
、
売
れ
る
農
産
物
の
生
産
を
図
り

な
が
ら
、
農
業
、
農
村
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

「
梅
の
里
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ほ
場
整

備
や
加
工
施
設
の
検
討
を
す
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、「
梅
の
特
産
化
」
を
目
指
し
ま
す
。

活
気
に
満
ち
た
町
を
め
ざ
す
に
は
、
次
世
代
を
担

う
若
者
が
集
ま
り
、
働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
町
民
が
み
ん
な
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る

産
業
を
育
て
て
い
く
た
め
に
「
新
し
い
企
業
の
誘

致
や
起
業
」
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
」
「
房
住
山
、

は
ね
が
わ
森
林
公
園
、
総
合
運
動
公
園
、
道
の
駅

こ
と
お
か
な
ど
を
活
か
し
た
観
光
の
開
発
」
「
秋
田

杉
な
ど
豊
富
な
資
源
の
有
効
活
用
」
な
ど
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

健康で働きつづけられる
産業を育てる町

産　業 みんなの力が町を支える。
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生活･環境安全は、美しい町のパスポート。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
手
で
、
森
林
の

緑
豊
か
な
自
然
の
美
し
い
町
を
守
っ
て
い
く
と
い

う
、
環
境
保
全
意
識
を
強
く
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
下
水
道
や
浄
化
槽
の
普
及
に
よ
る
水
洗
化
率
の

向
上
」「
ゴ
ミ
処
理
対
策
の
充
実
」「
消
防
・
防
災
対

策
の
充
実
」
な
ど
、
災
害
の
な
い
安
全
で
衛
生
的
な

美
し
い
生
活
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
交
通
事
故
を
な
く
し
安
全
な
町
を
つ
く
る

た
め
、
町
民
と
一
体
に
な
っ
た
交
通
安
全
運
動
、
交

通
安
全
施
設
の
点
検
・
整
備
を
進
め
、
飲
酒
運
転
の

追
放
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

悪
質
化
す
る
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
か
ら

町
民
を
守
る
た
め
、
関
係
団
体
の
連
携
を
強
化
し
、

防
犯
体
制
の
充
実
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

自然に親しむ
美しい生活環境の町
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急
激
に
進
む
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
、
情
報

通
信
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
、
町
に
い
な
が
ら
国

内
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
空
間
が
広
が
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
特
産
品
や
観
光
な
ど
地

域
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。
そ
し
て
、
日

常
に
か
か
せ
な
い
携
帯
電
話
は
、
不
感
地
域
の
解
消

を
図
る
た
め
、
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

「
高
速
道
路
の
有
効
活
用
」「
八
郎
湖
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
整
備
促
進
」
な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
国
道
７

号
線
に
あ
る
「
道
の
駅
こ
と
お
か
土
笛
の
里
」
を
地

域
の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
町
道
に
つ
い
て
も
改
良
整
備
、
除
排
雪
の

充
実
な
ど
、
子
ど
も
や
高
齢
者
に
や
さ
し
い
安
全
・

快
適
な
道
路
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
町
の
豊
か
な
自
然
」
を
活
か
し
た
町
民
の
憩
い

の
場
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
公
園
・
緑

地
の
確
保
や
水
辺
環
境
の
整
備
、
上
下
水
道
の
充
実

等
に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ＩＴで夢広がる
安全で快適な町

まちづくり
IT 未来へ向けて、情報発信。
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教育･生涯学習どこまでも夢を追って。

健
康
で
大
胆
な
発
想
と
行
動
力
を
持
っ
た
人
材

は
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
琴
丘
町
を
築
く
上
で
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。

学
校
施
設
や
教
育
内
容
の
充
実
と
児
童
・
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
つ
つ
、
人
間
性
を
育
む

学
習
や
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
教
育
や
福
祉
教
育
の
充
実
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の

社
会
参
加
を
促
進
し
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
向
上
と
リ

ー
ダ
ー
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
を
中
心
に
し
て
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
、
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
通
じ
て
生
き
た
英

語
を
学
び
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
秋
田
わ
か
杉
国
体
成
年
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が
当
町
で
開
催
さ
れ
る
の

で
、
組
織
強
化
・
育
成
、
指
導
者
の
養
成
を
図
る
と

と
も
に
、
町
民
が
一
丸
と
な
り
、
成
功
を
目
指
し
ま

す
。

学びつづける心を
育む町
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「
豊
か
な
自
然
を
守
り
豊
か
な
心
を
育
む
町
・
琴

丘
」
を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
町
民

が
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
築
く
」
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

町
民
・
各
種
団
体
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
自
主
性
・

自
立
性
を
尊
重
し
、
互
い
に
協
調
し
な
が
ら
個
性
的

で
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

そ
し
て
、
女
性
の
参
画
機
会
を
拡
大
し
な
が
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

町
議
会
は
十
六
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
の
計
画
・
予
算
・
条
例
等
を
審
議
す
る
と
と

も
に
、
町
の
議
決
機
関
と
し
て
、
町
民
の
声
を
十
分

に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、
町
の
進
路
を
決
定
し
ま
す
。

議
員
は
総
務
・
教
育
民
生
・
農
林
建
設
・
議
会
運

営
・
議
会
広
報
編
集
の
各
委
員
会
に
所
属
し
、
各
分

野
で
審
査
や
調
査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行政･議会 町を守る顔があります。

町　長助　役教育長議　長副議長
工 藤 喜 久 男近 藤 一 男岡 　 正 英田 村 圭 三嶋 田 則 男

町民と共につくる協働の町



1616

寒さに強く、春を告げて花を咲かせ実を
つけるなど、雪国にふさわしい樹木である。
これまで町では全町に広めようと植栽を奨
励した経緯もあり、町の緑化推進運動とし
て全家庭植栽も行っているなど、町には親
しまれており、明日を拓くわが町にふさわ
しい木である。（昭和60年9月制定）

生命力の強い樹木であり、その花は素朴
で情熱的な朱や紅で、町の景観のいろどり
となっている。町民あげて健康で活力に満
ちた町づくりにまい進しているわが町にふ
さわしい花である。（昭和60年9月制定）

セキレイには三種あるが、本町には三
種とも、どこにもみられる。優美で独特
のふん囲気をもっている。さわやかな田
園の町を目指しているわが町にふさわし
い鳥である。（昭和60年9月制定）

町の木 町の鳥 町の花

梅 セキレイ 山つつじ

琴
丘
町
町
民
憲
章

わ
た
し
た
ち
は
、
琴
丘
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
進
ん
で
こ
の
憲
章
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
で
働
き
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

●
き
ま
り
を
守
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

●
あ
た
た
か
く
交
わ
り
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

●
環
境
を
と
と
の
え
、
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

●
教
養
を
高
め
、
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

琴
丘
町
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念

琴
丘
町
民
の
歌

小
　
玉
　
千
代
世
　
作
　
　
詞

（
琴
丘
町
町
民
歌
制
定
委
員
会
補
作
）

服
　
部
　
良
　
一
　
作
曲
・
編
曲

一
、
朝
風
か
お
る
　
房
住
の

歴
史
の
山
を
　
仰
ぎ
見
て

三
種
の
流
れ
　
わ
く
と
こ
ろ

緑
の
美
林
　
育
ち
行
く

あ
あ
躍
進
の
　
わ
が
郷
土

二
、
明
る
く
陽
光
　
降
り
注
ぐ

黄
金
の
稲
田
　
広
々
と

共
に
生
産
　
励
み
合
い

恵
み
の
大
地
　
拓
き
ゆ
く

あ
あ
発
展
の
　
わ
が
郷
土

三
、
夕
映
え
は
る
か
　
男
鹿
の
山

希
望
の
星
を
　
遠
く
見
て

心
豊
か
に
　
睦
み
あ
い

住
み
よ
い
琴
丘
　
築
き
ゆ
く

あ
あ
繁
栄
の
　
わ
が
郷
土

（
昭
和
四
十
六
年
五
月
制
定
）

町　　章
琴丘町の｢コト｣を図案化し

たもので、円は共同･協調･平

和･愛町の精神を意味し、突

き出た部分は町の躍進を表し

ています。 【昭和37年制定】
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